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(57)【要約】
【課題】回転洗浄手段を回転させるための回転推進用噴
射口が必要である。
【解決手段】洗浄水を加圧する洗浄ポンプと、洗浄水が
流入する略２重円筒状の、内側の第１の流入路と、外側
の第２の流入路と、複数の噴射口が設けられ、第１、第
２の流入路と連通した第１、第２の導水路を有し、回転
して洗浄水を噴射する回転洗浄手段と、第２の流入路に
、回転方向に略垂直な面を形成した回転用リブを有し、
流入路に選択的に洗浄水を供給する第１、第２の供給流
路を備えた分水手段と、第１、第２の供給流路は、回転
洗浄手段の下方で略２重円筒状に形成され、外側の第２
の供給流路は、らせん形に構成したもので、第２の供給
流路の洗浄水は、らせん形に回転しながら、回転用リブ
に水圧を与える。したがって、回転洗浄手段を回転させ
るための推進用噴射口が必要なく、噴射口をすべて食器
等の被洗浄物に向けることができ、洗浄性能の向上が図
れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
食器等の被洗浄物を収容する洗浄槽と、洗浄水を加圧する洗浄ポンプと、洗浄水が流入す
る略２重円筒状に形成された内側の第１の流入路と、外側の第２の流入路と、複数の噴射
口が設けられ、前記第１の流入路と連通した第１の導水路と、前記第２の流入路と連通し
た第２の導水路を有し、回転しながら噴射口より洗浄水を噴射する回転洗浄手段と、前記
第２の流入路に、回転洗浄手段の回転方向に略垂直な面を形成するように設けた回転用リ
ブを有し、前記流入路に選択的に洗浄水を供給する第１の供給流路と第２の供給流路を備
えた分水手段と、前記第１の供給流路と第２の供給流路は、前記回転洗浄手段の流入路の
下方で略２重円筒状に形成され、内側の第１の供給流路に対して外側の第２の供給流路は
、らせん形に構成された食器洗い機。
【請求項２】
前記回転用リブは、前記第１の流入路で構成した請求項１記載の食器洗い機。
【請求項３】
前記回転用リブは、前記第１の流入路と第２の流入路の下端面まで設けた請求項１記載の
食器洗い機。
【請求項４】
前記回転用リブは、上方に向かって幅が拡大する構成とした請求項１～３のいずれか１項
に記載の食器洗い機。
【請求項５】
前記回転用リブは、回転洗浄手段の回転中心に対して点対称に構成した請求項１～４のい
ずれか１項に記載の食器洗い機。
【請求項６】
前記第２の供給流路は、前記回転洗浄手段の下方で、前記第１の供給流路の上方を通過し
て、らせん形に少なくとも１周する構成とした請求項１～５のいずれか１項に記載の食器
洗い機。
【請求項７】
前記第２の供給流路は、流路の最後部に、洗浄水の流れる方向に対して略垂直な面を設け
たリブを構成した請求項６に記載の食器洗い機。
【請求項８】
前記回転洗浄手段は、その略中央部に、略円錐状で上方に伸びた少なくとも１つの噴射口
を有するタワーノズルを有し、前記タワーノズル内の導水路は、前記第２の供給流路と連
通する構成にした請求項１～７のいずれか１項に記載の食器洗い機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄水を用いて食器等を洗浄する食器洗い機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の食器洗い機は、洗浄ポンプで加圧された洗浄水は、回転洗浄手段に流送
され、回転洗浄手段に設けられた噴射口より、食器等の被洗浄物に対して、洗浄水を噴射
する。この際、少ない噴射口で、つまり、高圧で効率よく洗浄水を噴射するには、回転洗
浄手段を、回転洗浄手段を支持する軸受部を中心に回転させればよく、回転洗浄手段を回
転させるのに、モータ等のアクチュエータを使わずに、噴射口から噴射する洗浄水の反力
を利用している（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１３９８０７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の食器洗い機では、食器等の被洗浄物に向けて噴射する洗浄水の一
部を、回転洗浄手段を回転するために使わねばならず、洗浄効率が悪くなるものである。
【０００５】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、らせん状に形成した流路から送られる洗
浄水の圧力を、回転ノズル内に設けた回転用リブにあてることで、回転洗浄手段を回転さ
せるもので、噴射口をすべて食器等の被洗浄物に向けて噴射することでき、更に、回転洗
浄手段内に複数の導水路を設け、それらを分水手段で切り換えることで、多数の噴射口か
ら噴射することが可能で、食器等の被洗浄物に対して、他方向から洗浄水を噴射すること
で、効率よく洗浄性能を高めることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の食器洗い機は、食器等の被洗浄物を収容す
る洗浄槽と、洗浄水を加圧する洗浄ポンプと、洗浄水が流入する略２重円筒状に形成され
た内側の第１の流入路と、外側の第２の流入路と、複数の噴射口が設けられ、前記第１の
流入路と連通した第１の導水路と、前記第２の流入路と連通した第２の導水路を有し、回
転しながら噴射口より洗浄水を噴射する回転洗浄手段と、前記第２の流入路に、回転洗浄
手段の回転方向に略垂直な面を形成するように設けた回転用リブを有し、前記流入路に選
択的に洗浄水を供給する第１の供給流路と第２の供給流路を備えた分水手段と、前記第１
の供給流路と第２の供給流路は、前記回転洗浄手段の流入路の下方で略２重円筒状に形成
され、内側の第１の供給流路に対して外側の第２の供給流路は、らせん形の構成としたこ
とで、第２の供給流路を流れる洗浄水が回転洗浄手段内の回転用リブに、ラジアル方向の
力を作用させることで、らせん形の回転方向と同方向に回転洗浄手段を回転させることが
できる。したがって、回転洗浄手段を回転させるための推進用噴射口を設ける必要がなく
、洗浄性能の向上が図れる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の食器洗い機は、回転洗浄手段に設けた噴射口から噴射する洗浄水を、すべて食
器等の被洗浄物に向けることができ、洗浄性能を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１の食器洗い機の主要断面図
【図２】同食器洗い機の要部平面図
【図３】同食器洗い機の要部平面図
【図４】同食器洗い機の要部断面図
【図５】同食器洗い機の要部平面図
【図６】同食器洗い機の要部平面図
【図７】同食器洗い機の要部説明図
【図８】同食器洗い機の要部平面図
【図９】同食器洗い機の要部斜視図
【図１０】同食器洗い機の要部断面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　第１の発明は、食器等の被洗浄物を収容する洗浄槽と、洗浄水を加圧する洗浄ポンプと
、洗浄水が流入する略２重円筒状に形成された内側の第１の流入路と、外側の第２の流入
路と、複数の噴射口が設けられ、前記第１の流入路と連通した第１の導水路と、前記第２
の流入路と連通した第２の導水路を有し、回転しながら噴射口より洗浄水を噴射する回転
洗浄手段と、前記第２の流入路に、回転洗浄手段の回転方向に略垂直な面を形成するよう
に設けた回転用リブを有し、前記流入路に選択的に洗浄水を供給する第１の供給流路と第
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２の供給流路を備えた分水手段と、前記第１の供給流路と第２の供給流路は、前記回転洗
浄手段の流入路の下方で略２重円筒状に形成され、内側の第１の供給流路に対して外側の
第２の供給流路は、らせん形に構成したものであり、第２の供給流路を流れる洗浄水は、
らせん形に回転しながら、回転用リブに水圧を与えることができる。したがって、回転洗
浄手段を回転させるための推進用噴射口が必要なく、噴射口をすべて食器等の被洗浄物に
向けることができ、洗浄性能の向上が図れる。
【００１０】
　第２の発明は、前記回転用リブは、前記第１の流入路で構成したものであり、第２の流
入路が簡素化されるとともに、第１の流入路も第２の流入路側に広がり、洗浄水の流れも
スムーズになるものである。したがって、効率よく洗浄ができるものである。
【００１１】
　第３の発明は、前記回転用リブは、前記第１の流入路と第２の流入路の下端面まで設け
た構成とすることで、らせん形の流れから回転方向に受ける力が大きくなるので、洗浄水
に、洗剤や汚れが混じっても、回転洗浄手段の回転が安定する。したがって、効率よく、
安定して洗浄性能を維持することができる。
【００１２】
　第４の発明は、前記回転用リブは、上方に向かって幅が拡大する構成とすることで、第
２の流入路を流れる洗浄水は、流路圧損を最小限にとどめながら、回転方向に洗浄圧を受
けることができるため、洗浄水のエネルギーを効率よく食器等の被洗浄物に与えることが
できる。
【００１３】
　第５の発明は、前記回転用リブは、回転洗浄手段の中心に対して点対称に構成したもの
であり、回転中心に点対称の位置に回転用リブを設けることで、回転洗浄手段の左右のバ
ランスを取ることができる。これにより、回転洗浄手段が傾斜しながら回転することによ
る回転洗浄手段と供給流路との接続部からの水漏れによる洗浄性能の低下や、接続部の局
部的な磨耗による回転不良の発生などを抑制することができる。
【００１４】
　第６の発明は、前記第２の供給流路は、前記回転洗浄手段の下方で、前記第１の供給流
路の上方を通過して、らせん形に少なくとも１周する構成とすることで、洗浄水が第２の
流入路に、均一に流送されてくる。したがって、回転洗浄手段の回転数は、どの位置でも
一定となるとともに、回転洗浄手段に、上方向にも均一に水圧をかけることができるので
、回転洗浄手段が傾きにくくなる。これにより、食器かごのどの位置におかれた食器等の
被洗浄物でも、効率よく洗浄できるものである。
【００１５】
　第７の発明は、前記第２の供給流路は、経路の最後部に、洗浄水の流れる方向に対して
略垂直な面を設けたリブを構成したもので、らせん形に構成された第２の供給流路の入口
と出口で、洗浄水が交差することによるエネルギー損失を防ぐものであり、食器等の被洗
浄物を効率よく洗浄できるものである。
【００１６】
　第８の発明は、前記回転洗浄手段は、その略中央部に、略円錐状で上方に伸びた少なく
とも１つの噴射口を有するタワーノズルを有し、前記タワーノズル内の導水路は、前記第
２の供給流路と連通する構成にしたもので、回転推進用噴射口を有しないタワーノズルの
みの噴射時でも、回転洗浄手段は、回転することができ、更に、分水手段により、噴射口
を切り換えることで、高圧の洗浄水を洗浄槽全体にわたって、噴射することが可能である
。したがって、食器等の被洗浄物を効率よく洗浄できるものである。
【００１７】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態における食器洗い機の主要断面図、図２、３は要部
平面図である。図において、食器洗い機本体１には、扉で開閉可能な洗浄槽２を設け、食
器等の被洗浄物３は食器かご４にセットされ、洗浄槽２内に収容する。給水弁５は洗浄槽



(5) JP 2010-264160 A 2010.11.25

10

20

30

40

50

２に洗浄水を供給する。洗浄ポンプ６は洗浄水を加圧して、複数の噴射口を設けた回転洗
浄手段７に供給し、回転洗浄手段７より洗浄水を噴射することで被洗浄物３の洗浄を行う
。洗浄槽２の底部には、洗浄ポンプ６の吸い込み側と連通した排水口８を有し、この排水
口８には被洗浄物３から除去された残さいを収集する残さいフィルタ９を備えている。ま
た、加熱用の発熱体１０を設け、洗浄槽２の温度を検知する温度センサ１１を設けている
。
【００１８】
　洗浄ポンプ６の吐出経路１２に分水手段１３を設置し、吐出経路１２は、分水手段１３
により、第１の供給流路１４と第２の供給流路１５に分岐され、２つの供給流路は、図２
に示したように、洗浄槽２の下部で、２重円筒状に構成されている。２重円筒状の流路の
内側に第１の供給流路１４が、外側に第２の供給流路１５が連通している。
【００１９】
　第２の供給流路１５は、第１の供給流路１４の外周をらせん状に形成されており、図２
では、右回転しながら、回転洗浄手段７の方向に、傾斜していく。
【００２０】
　また、回転洗浄手段７は、洗浄槽２内の下部に設けた軸受部２１にガイドされ、軸受部
２１を中心に回転可能に構成されており、２重円筒状に構成された第１の供給流路１４と
第２の供給流路１５は、この軸受部２１の下端部に接続されている。回転洗浄手段７内に
は、軸受部２１にガイドされ、それぞれの供給流路から洗浄水が供給される第１の流入路
１６が内側に、第２の流入路１７が外側に構成され、こちらも２重円筒状に形成されてい
るので、回転する回転洗浄手段７に、連続的に洗浄水を供給できるようになっている。
【００２１】
　また、第１の流入路１６は第１の導水路１９と、第２の流入路１７は第２の導水路２０
と連通し、第１の導水路１９と第２の導水路２０は、食器等の被洗浄物３に洗浄水を噴射
する複数の噴射口１８を備えている。第１の導水路１９からの噴射時には、回転洗浄手段
７の回転方向に対して、少なくとも１つの略反対方向に傾斜した開口部を有する噴射口１
８の噴射反力により、回転洗浄手段７は軸受部２１を中心に回転しながら洗浄を行う。第
１の導水路１９と第２の導水路２０に設けられた噴射口１８は、それぞれ形状、面積、噴
射位置、噴射方向や角度等の異なる噴射口１８を備えている。
【００２２】
　また、図３に示したように、第２の流入路１７には、回転用リブ２２が、回転洗浄手段
７の回転方向に略垂直な面を形成するように設けている。ここで、斜線部は、導水路の開
口部を示している。
【００２３】
　分水手段１３は、図４、図５に示す構造をしている。洗浄ポンプ６で加圧された洗浄水
が流入する流入部２３と複数の流出部２４を有するケーシング２５と、ケーシング２５内
に移動可能に設けた弁体２６とで構成され、弁体２６には洗浄水を通過させる開口部２７
を設けている。弁体２６の上昇時に弁体２６を所定角度だけ回転させる一組の上部係合部
２８と、弁体２６の降下時に弁体２６を所定角度だけ回転させる一組の下部係合部２９と
を、ケーシング２５側と弁体２６側に各々設置している。
【００２４】
　また、流出部２４の切り換えは、弁体２６を、洗浄ポンプ６のＯＮ、ＯＦＦで水圧の変
化により駆動させてもよいし、モータ等のアクチュエータで駆動させてもよい。
【００２５】
　また、上記の説明では、弁体２６は、上下に動作しながら、回転するが、あらかじめ、
弁体２６と流出部２４の接続部のシール性を保ちながら、弁体２６を回転させてもよい。
【００２６】
　なお、図４等は、概念的な図であり、実際には、ケーシング２５は上下に２分割して、
ビス止めや嵌め込み、溶着や溶接等で結合された構造となる。また、洗浄槽２が樹脂製の
場合など、この洗浄槽２の底面と一体でケーシング２５の一部を構成することも可能であ
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る。
【００２７】
　また、流出部２４は図２では、４つ設けているが、本実施の形態では、流出部Ａと流出
部Ｂは第１の供給流路１４に接続され、流出部Ｃと流出部Ｄは第２の供給流路１５に接続
されている。流出部Ａ、Ｂと流出部Ｃ、Ｄの間には、流路を完全に仕切る仕切があり、互
いに洗浄水が浸入しない構成になっている。
【００２８】
　上記構成において、まず、食器洗い機の基本動作について説明する。食器等の被洗浄物
３を食器かご４にセットして洗浄槽２に収納し、洗剤を投入した後、扉等により食器洗い
機本体１の開口部を閉塞し、運転を開始する。被洗浄物３の汚れを落とす洗浄工程、付着
した洗剤や残さいを流すすすぎ工程、そして被洗浄物３に付着している水適を乾燥させる
乾燥工程の順に実行する。
【００２９】
　まず、給水弁５を動作して所定量の洗浄水を洗浄槽２に給水し、つづいて洗浄ポンプ６
により洗浄水を加圧し、回転洗浄手段７から洗浄水を噴射する。この際、洗浄槽２内に設
けたシーズヒータ等の発熱体１０は通電されており、洗浄水を加熱しながら洗浄工程は行
われる。また、温度センサ１１は洗浄槽２の温度を検知しており、所定温度以上になると
発熱体１０への通電を停止する。洗浄水の循環は、残さいフィルタ９を通過し、洗浄ポン
プ６に吸いこまれ、洗浄ポンプ６より洗浄槽２内に設けた回転洗浄手段７に供給され、こ
の回転洗浄手段７の噴射口１８から噴射され、被洗浄物３を洗浄した後、再び排水口８に
戻るという経路で行われる。この際、被洗浄物３から脱落した残さい等は、洗浄水ととも
に残さいフィルタ９に流入し、フィルタを通過できない大きさの残さいは残さいフィルタ
９に捕集される。
【００３０】
　所定時間の洗浄工程を終えると、汚れを含む洗浄水は、洗浄ポンプ６のモータを反転さ
せて、弁を開口させ、別の吐出口から洗浄水を本体１外へ排出する。また、洗浄ポンプ６
とは別に、排水ポンプを設けて、排水してもよい。洗浄水は、排水ポンプ６等により本体
１外に排出され、新たに洗浄水が供給される。洗浄ポンプ６を運転し、回転洗浄手段７か
ら再び洗浄水を噴射して、洗剤や残菜等の付着した被洗浄物３のすすぎを行う。所定時間
運転した後、洗浄水を排出し、再び洗浄水を供給するという動作を繰り返し、このすすぎ
工程は連続して３回程度行う。最後に、洗浄水を食器洗い機本体１外に排出して、すすぎ
工程は終了する。つづいて所定時間乾燥工程を行い、運転を終了する。
【００３１】
　次に、本実施例の特徴的な構成である回転洗浄手段７と分水手段１３の動作、作用につ
いて説明する。分水手段１３は、図４に示す断面図のように、ケーシング２５は略円筒形
であり、中心軸は、その軸方向が略鉛直方向に配置されており、洗浄ポンプ６から洗浄水
が流入する流入部２３はケーシング２５下端部に、分岐された洗浄水が流出する流出部２
４はケーシング２５の上面に設置している。図６に示したように、流出部２４を４つ設置
し、分水手段１３としては４箇所に分岐しているが、２つの流出部２４を１個の供給流路
に接続している。
【００３２】
　弁体２６は略平面形状をしており、流出部２４と弁体２６との相対する面Ａも平面形状
としている。洗浄ポンプ６を運転した場合、流入部２３より流入した洗浄水の圧力によっ
て弁体２６は、上部係合部２８の傾斜に従って、略直動および回転を伴った動作で上昇し
、所定の流出部が開口するような位置で固定され（図６）、この流出部と連通した供給流
路に洗浄水が供給される。弁体２６の真上から見ると、図６のように、弁体２６を洗浄水
が通過する位置に設けた開口部２７が、所定の流出部と一致するように、上部係合部２８
を設定している。
【００３３】
　上部係合部２８は、回転方向に傾斜した形状になっており、そのため、弁体２６は、回
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転しながら、上昇する。続いて、洗浄ポンプ６を一旦停止すると、弁体２６を下方から押
し上げていた圧力が作用しなくなることから、弁体２６はその自重で降下するが、この際
、下部係合部２９の傾斜に従って回転しながら降下し、所定位置で停止する。下部係合部
２９も回転方向に傾斜した形状なっている。再び、洗浄ポンプ６を運転すると、上部係合
部２８は次の傾斜に係合され、弁体２６は回転しながら上昇し、次の流出部と連通される
。このように、洗浄ポンプ６を断続的に運転することで、洗浄水が流出する流出部を順次
切り換えることができる。
【００３４】
　図２では、流出部Ａと流出部Ｂは、第１の供給流路１４に、流出部Ｃと流出部Ｄは、第
２の供給流路１５に各々接続されているため、上記分水手段１３の切り換えにより、第１
の供給流路１４、第１の供給流路１４、第２の供給流路１５、第２の供給流路１５の順に
経路の切り換えが繰り返されることになる。
【００３５】
　なお、この係合部に関しては本構成に限定するものではなく、洗浄ポンプ６を断続的に
運転する際に、洗浄ポンプ６を運転中に所定の流出部２４と弁体２６の開口部２７が一致
すればよく、例えば、弁体２６の降下時にはほとんど回転せず、上昇時に約９０度回転し
たり、逆に、降下時に約９０度回転し、上昇時にはほとんど回転しない構成であってもよ
い。
【００３６】
　また、本実施の形態では、分水手段１３は４分岐としたが、２分岐としても同様の効果
が得られることは言うまでもない。この場合、回転洗浄手段７は、切り換え毎に、交互に
正転、逆転を繰り返すことになる。
【００３７】
　２つの供給流路は、洗浄槽２の下方で、回転洗浄手段７に接続しているため、上記分水
手段１３の切り換え動作により、図３で、第１の流入路１６、第１の流入路１６、第２の
流入路１７、第２の流入路１７の順に洗浄水が流入する。第１の流入路１６に流入した洗
浄水は、第１の導水路１９に送られ、噴射口１８より洗浄水を食器等の被洗浄物に噴射す
る。この時、回転洗浄手段７は、噴射反力により回転する。
【００３８】
　一方、第２の流入路１７に流入する洗浄水は、第２の供給流路１５の形状により、らせ
ん形に流れを変えながら、流入してくる。この際、第２の流入路１７内に設けた回転用リ
ブ２２は、回転洗浄手段７の回転方向に洗浄水の水圧を受け、回転洗浄手段７は回転する
。したがって、第２の導水路２０に設けた噴射口１８には、回転推進用の噴射口は必要な
く、すべての噴射口１８を食器等の被洗浄物３に効果的に噴射することができる。
【００３９】
　図３に示したように、各々の導水路は２本に分岐され、回転洗浄手段７の回転中心の左
右両側に、点対称の位置に形成し、各々の導水路には、種々の食器等被洗浄物３の配置に
備えて、種々の角度や方向、大きさの噴射口１８を設置している。
【００４０】
　また、第１の導水路１９に洗浄水が流れる時と、第２の導水路２０に洗浄水が流れる時
の、回転洗浄手段７の回転方向を変えてもよい。回転方向を変えることで、噴射口１８か
ら噴射される洗浄水の角度が変わり、食器等被洗浄物３への浸入性が向上するものである
。
【００４１】
　また、第２の導水路１９の噴射口から洗浄水を噴射する時には、大きな角度を有する噴
射口がないので、食器等被洗浄物３に当たらず、洗浄槽２の壁面をたたいて、音がするよ
うなことが少なくなる。したがって、騒音対策も兼ねることにもなる。
【００４２】
　また、効率よく洗浄水を食器等に噴射することができるため、食器等に付着した洗剤や
残さいを短時間ですすぐことができ、すすぎ回数を削減することが可能である。例えば、
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すすぎを４回工程で行っていたものを３回工程に減少させることが可能である。一回の給
水量を増加させることなく、しかもすすぎ回数を削減できることから、ヒ－タを用いた洗
浄水の加熱時間も短縮することができる。よって、省エネ、省水量をも実現することがで
きる。
【００４３】
　また、噴射口１８の数を増やすと、噴射する水量が増えることで、本体を循環する流量
が増える。したがって、洗浄中やすすぎ中の水位は減少し、ポンプは、エアがみをおこす
。このため、給水量を増加して水位を高く保つ必要があるが、本発明は、分水手段１３に
より、噴射口１８を切り換えるので、給水量を増大させることなく噴射口１８の数を増や
すことができ、食器等の被洗浄物３に対して、節水しながらも多方向から洗浄水を噴射さ
せる洗浄方式とすることができる。
【００４４】
　したがって、回転洗浄手段７を回転させるための推進用噴射口が必要なく、噴射口１８
をすべて食器等の被洗浄物３に向けることができ、洗浄性能の向上が図れる。
【００４５】
　なお、１ヶ所の導水路を介して、回転洗浄手段７から噴射する時間は、数秒から３分程
度で切換えれば、効率的な洗浄が行えるが、１回の洗浄ないしすすぎ工程中に、少なくと
も１回はすべての噴射口１８から噴射されるように設定することが望ましい。したがって
、１０秒から１分程度に設定すればよい。
【００４６】
　また、図７に示したように、回転用リブ２２は、第１の流入路１６で構成してもよい。
第１の流入路１６を、第２の流入路１７側に傾斜をつけて、第１の導水路１９と連通する
ことで、第２の流入路１７にらせん状に流入してくる洗浄水の水圧を第１の流入路１６で
受けることが可能になる。第２の流入路が簡素化されるとともに、第１の流入路も第２の
流入路側に広がり、洗浄水の流れもスムーズになるものである。したがって、効率よく洗
浄ができるものである。回転用リブ２２と同等の効果を得ることができる。
【００４７】
　また、回転用リブ２２は、第１の流入路１６と第２の流入路１７の下端面まで設けた構
成とすることで、らせん形の流れから回転方向に受ける力が大きくなるので、洗浄水に、
洗剤や汚れが混じっても、回転洗浄手段７の回転が安定する。したがって、効率よく、安
定して洗浄性能を維持することができる。
【００４８】
　また、回転用リブ２２は、上方に向かって幅が拡大する構成とすることで、第２の流入
路１７を流れる洗浄水は、流路圧損を最小限にとどめながら、回転方向に洗浄圧を受ける
ことができるため、洗浄水のエネルギーを効率よく食器等の被洗浄物３に与えることがで
きる。
【００４９】
　また、回転用リブ２２は、回転洗浄手段７の中心に対して点対称に構成したものであり
、回転中心に点対称の位置に回転用リブ２２を設けることで、回転洗浄手段７の左右のバ
ランスを取ることができる。これにより、回転洗浄手段７が傾斜しながら回転することに
よる回転洗浄手段７と第２の供給流路１５との接続部からの水漏れによる洗浄性能の低下
や、接続部の局部的な磨耗による回転不良の発生などを抑制することができる。
【００５０】
　また、図８に示したように、第２の供給流路１５は、回転洗浄手段７の下方で、第１の
供給流路１４の上方を通過して、らせん形に少なくとも１周する構成とすることで、洗浄
水が第２の流入路１７に、均一に流送されてくる。したがって、回転洗浄手段７の回転数
は、どの位置でも一定となるとともに、回転洗浄手段７に、上方向にも均一に水圧をかけ
ることができるので、回転洗浄手段７がアンバランスによる傾きを防ぐことになる。これ
により、食器かご４のどの位置におかれた食器等の被洗浄物３でも、効率よく洗浄できる
ものである。
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【００５１】
　第２の供給流路１５は、図９に示すように、経路の最後部に、洗浄水の流れる方向に対
して略垂直な面を設けた整流リブ３０を構成したもので、らせん形に構成された第２の供
給流路１５の入口と出口で、洗浄水が交差することによるエネルギー損失を防ぐものであ
り、食器等の被洗浄物３を効率よく洗浄できるものである。
【００５２】
　図１０に示したように、回転洗浄手段７は、その略中央部に、略円錐状で上方に伸びた
少なくとも１つの噴射口１８を有するタワーノズル３１を有し、タワーノズル３１内の導
水路は、第２の供給流路１５と連通する構成にしたもので、回転推進用噴射口を有しない
タワーノズル３１のみの噴射時でも、回転洗浄手段７は、回転することができ、更に、分
水手段１３により、噴射口１８を切り換えることで、高圧の洗浄水を洗浄槽２全体にわた
って、噴射することが可能である。したがって、食器等の被洗浄物３を効率よく洗浄でき
るものである。
【００５３】
　本発明は、食器洗い機の洗浄方式に関するものであり、食器洗い機本体１の形状や大き
さ、扉の開閉方式、食器の配置、個々の部品の配置等を限定するものではない。また、実
施の形態１では、乾燥機能を有する食器洗い乾燥機の例を示したが、乾燥機能を伴わない
食器洗い機においても同様の効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　以上のように、本発明にかかる食器洗い機は、洗剤量や噴射エネルギを増加させること
なく、洗浄性能を高めることが可能になるので、食器以外の洗浄機にも適用できる。
【符号の説明】
【００５５】
　６　洗浄ポンプ
　７　回転洗浄手段
　９　残さいフィルタ
　１２　吐出経路
　１３　分水手段
　１４　第１の供給流路
　１５　第２の供給流路
　１６　第１の流入路
　１７　第２の流入路
　１８　噴射口
　１９　第１の導水路
　２０　第２の導水路
　２１　軸受部
　２２　回転用リブ
　３０　整流リブ
　３１　タワーノズル
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